
　 １０月２８日（火）　 授業参観後１４：００より

教育講演会を開催します。講師は上前喜彦様

にお願いしております。ご自身の経験から「自

分も他人も大切にする生き方～共生社会の

実現をめざして～」という演題でお話しいた

だきます。また、ピアノの弾き語りを交えなが

らのお話ですので楽しんでいただけると思い

ます。ぜひ、講演会に残って聴いていただき

たいです。 

　 ２学期は３～６年の総合的な学習の時間で

【人権・共生社会】について学んでいます。保

護者・地域の皆様とともに考えていくテーマ 

ですので、よろしくお願いします。

“よりよい学校教育を通じてよりよい

社会を創る” という目標を学校と社会

が共有し、連携・協働しながら、新しい時

代に求められる資質・能力（未来を創造

的に生きる力）を子どもたちに育む「社

会に開かれた教育課程」の実現をめざし

ています。

 

 

 

 

 

 

 

 

　【琉球新聞記事より】 

　野球のU―18ワールドカップで、連覇を目指

しながらも決勝で惜しくもアメリカに敗れた日

本。敗北直後のある行動が、観客の心を打った。 

　最終回、二死走者なしから七番横山悠の打球

はライトへのフライ。これをアメリカのライト

ががっちりとつかんでガッツポーズ。アメリカ

はグラブを高く放り投げた投手をはじめ、ベン

チからも選手が飛び出し、ペットボトルに入っ

た水を掛け合い優勝を思い切り喜んだ。 

　一次、二次リーグを負けなしの8連勝で決勝

に進み、連覇まであと一歩と迫りながらも敗れ

た日本ナイン。敗戦に悔しそうな表情を浮かべ

ながらも、整然とアメリカの選手たちと握手を

交わし終えた後、主将の阿部葉太選手（横浜）

をはじめ数人が、グラウンドに転がったペット

ボトルを拾った。 

　大会前、相手に対するリスペクト（敬意）と

同時に、高校野球の三つの「F」として「フェ

アプレー、フレンドシップ（友情）、ファイテ

ィングスピリット（闘志）」の重要性を話して

いた小倉全由監督は、試合後に「正直、自分が

あの（選手たちの）立場だったらできたかどう 

か。選手たちは偉いなと思う」とたたえた。

“やさしく　かしこく　たくましく” 

本校の教育目標の実現に向けて、学校と社

会が連携・協働しながら、球児たちのよう

に、自らの意思で、主体的に【良い行動】

ができる人になるよう育てたいです。
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